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事業対象

事業目的
デザイナー・クリエイター等が事務所等を新たに開設するに当たり、区内の物件に係る賃借料の一部を補助することにより、
区内への定着を促し、区内産業の活性化を図る。

 [施　　策] 35　ものづくりを支える産業集積の維持・発展 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 要綱 〔法令等名〕 台東区デザイナー・クリエイター等定着支援事業補助金交付要綱

長期総合
計画体系

活力にあふれ多彩な魅力が輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 ファッション雑貨関連産業及びデザインコンテンツ産業に携わるデザイナー、クリエイター

ものづくりを中心とする区内企業

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 デザイナー・クリエイター等定着支援
所
管

文化産業観光部

産業振興課

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 158 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

新たに賃貸借契約を結び台東区内に事務所等を構えるデザイナー等に対し、その賃借料の一部を補助する。
○補助対象：ファッション雑貨関連産業及びデザインコンテンツ産業に携わるデザイナー、クリエイター等
○補助率：月額賃借料の１/２以内（月5万円上限）
○補助期間：36か月まで

委託の有無 なし
委託内容 　 なし

補助金の有無 なし

 [基本目標]

デザイナー・クリエイター等定着支援

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

新規家賃支援件数 件

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

- 1,541

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

5 5 100.0%5 - 5

-

4,088

成果指標

補助終了後3年以内の区内定着企業数 社 - - - -

活動指標

-

- 1,541 4,088

　総経費 - 2,799 6,734

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） - 1,257 2,645

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） - 1 1

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） - 2,799 6,734

課題及び
今後の進め方

平成30年度は、本事業に対し過去最大の14件の新規申請があり、応募者の事業内容も多様であった。本事業で支援
するデザイナー・クリエイター等が区内に定着し、区内産業の活性化に資するような審査と支援の方法を引き続き検証
する。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） - 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） - 0 0

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

平成30年度は前年度を上回るデザイナー等からの新規申請を受けており、本事業への需要・注目
度は高い。次年度以降も新規補助対象者が増加していく中で、より効率的かつ効果的な執行を図
りつつ本事業を継続する。

維持

手段の適切性 3 事業所の賃借料を最大3年間補助することで、補助対象者の経営安定や台東区で事業を続ける意欲を高める
ことに繋がっている。

目的達成度 3 平成30年度は、新規補助対象者として5件の採択を行うことで、事業者の区内定着の促進と、区内産業の活性
化の一助となった。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 平成30年度中に行った新規補助対象者5社の募集に対し、14社の応募があるなど、台東区に事務所や店舗を
構えたいというデザイナー等は多く存在する。

効率性 3 補助事業者は、年一回、台東区産業振興事業団が行う商工相談を受けることとしており、本補助制度以外に
も区・事業団の様々な支援策を活用し、効率的な定着支援を実施している。


